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全日本男子ホッケー選手権

大会は、社会人チームと学

生チームのトップ4チームず

つが日本一をかけて闘う大

会。グループAリーグで天理

大学が、Bリーグでは山梨学

院大学が勝ち上がり、トーナ

メント準決勝に進んだ。	

社会人と学生のトップ8チームが日本一を競う大会。	
福田さん（天理大）、山崎さん（山梨学院大）ともに準決勝進出	

	
ゴールキーパーと10人のフィールドプレーヤー
で構成され、得点を多く取ったら勝ち。全日本選手

権は第1Q（クォーター）〜第4Qを15分ずつ。選手
交代は自由で、何回でも交代できる。	
競技フィールドは、横55m×縦91.4mの人工芝。
ゴールはタテ2.14m、ヨコ3.66m。スティックの長
さは約90cm。スティックには平らな面と、丸 い面が

あり、平らな面でしかボールを扱うことはできない。	
ボールは、野球 の硬球とほぼ同じ大きさ、重さで

硬球よりも硬い。世界のトッププレイヤーともなると

200km以上ものスピードに達することもある。 	
ホッケーでは、サークルと呼ばれるほぼ半円の中
からシュートを打たないと、得点とみなされない。

従って、サッカーのようなロングシュートでの得点
はない。	

＜ホッケー　のルール＞	

試合前に練習
をする福田さん
（左）と山崎さん

（右）。	
島根の強豪、横

田高校でチー
ムメイトだった
ふたりはポジ

ションもフォ
ワードで背番号

も同じNO.10	
	



12月23日（木祝）11:00	

福田　健太郎さん（天理大学) VS福井クラブ	

1点を守り切って決勝へ進出	
「今年1年の集大成を優勝で飾ります！」	

０−０で後半を迎え、天理大が
1点。福井クラブの攻撃を凌い
で勝利となった。福田さんは相

手選手の動きを制し、チーム
のボールの道筋を開けていく。

最後まで勢いを止めずにス
ピードを上げて走り回っていた。
インドでのジュニアワールド

カップから帰国わずか2日後。
「疲れはあったがいいプレーを

をしてくれた」と監督もお話して
くれた。	

疲れが残っていて絶好調だったわけでは
ありませんが、勝てて良かったです。今年
の集大成として優勝で終わります！	



12月23日（木祝）13:00	

山﨑　晃嗣さん（山梨学院大学) VS　VERTEX	ホッケーチーム 	

勝利を目前に逆転され敗北。	
「この次に何をすべきか」この想いを未来に繋ぐ	

山崎さんはゴール近く
で激しいプレーを見せ
てくれた。山崎さんから

のパスが繋がったゴー
ルもあり、ゲーム3Qま

で２−１、勝利は目前
だったが4Q終盤で立て
続けに2点を許し逆転さ

れてしまった。	
山崎さんは試合後の

クールダウンで、誰より
も長く練習コートに・・・。	

「この次に何をすべきか
考えていました」と長い
クールダウン後の山崎さ
ん。この気持ちの強さで
もっと強くなるはず！	



試合の記録	

グループリーグ	

本戦トーナメント	

翌日２４日の決勝で、
天理大学が勝利して2
連覇を達成。	

福田さん、おめでとうご
ざいます！	

※写真は大会HPより	


